
〔解説可

堆積岩の初生的構造

堆積岩にみられる初生的構造は、簡単に、

堆積構造ともいわれるが、これには、次のよ

うなものがある。

I，異常堆積

Ⅱ、斜層理

Ⅲ、底痕

Ⅳ、グレーデイツト・ベツデインクとサント．､ダイク

とれ等は、普通の断層・摺曲などのように

岩石が固結してから生じた構造でなしに、地

層の堆積直後力、または、これらの解析によ

って、その堆積環境や堆積機構を推定し、地

層の逆転を証拠づけることなどが行われてい

るC

l異常堆 積

表層地すべり型：単層の内部が、図，の

ように、しわがよっている機構で、乱れたラ

ミナが上の地層面によって、頭を切られてい

る。スランプ．構造(slumpingaCructure)

といわれるものである。単層が海底の表面で

すべりを起し、再び定着し、その上部は一部

分底流によって、けずり去られ、それから新

しい地層が上に堆積したものである。この近

くでは、天草松島町の中島で、白亜紀姫浦層

群の砂岩・頁岩互層の中に見られる(写真Do

房総半島の新第三系や、和歌山県南部の古

第三系では、含レキ泥岩の上位にくる流状の

シルト岩に典型的に見られる（三梨垣見：

1964)。これらの成因として、砂岩。頁岩の

互層の場合のように、海底地すべりによって

生じた混濁流が考えられている。混濁流が大

規模で急速なものの場合は、はじめの堆積構

造は完全に消失するが、その程度が、余りは

げしくない場合は、流状シルト岩のようなス

ランプ・構造となり、さらに、小規模に、ゆつ

第一高徳山康浩

くりとすべり出し、余り長い距離を動かずに

停止したものが、天草中島の例のよう友もの

であろう。

深層地すべり型：これは、図2のように

ある特定の地層が、それより上の、一定の厚

さの地層の地すべりによって応力を受け乱れ

たものである。これは、次に述べる層間摺曲

との区別が困難であるが、この変形帯には、

断層面が融着し黒いすじ状になっていて、，断

層粘土や角レキ岩などを伴わない固結断層が

大変多いこと、そして、その固結断層が変形

構造と相伴って生じたものであること、など、

を調べて、層間摺曲から区別される。

房総半島や三浦半島では、この型の異常層

が、特定の層準に、かなり連続的に発達して

いて、堆積盆地内における基盤沈降の中心の

移動に伴って、異常層の生成する場が系統的

に変移していることが調べられている。熊本

付近からは、この種の異常層は報告されてい

ないが、これに近い形のものとして、三角半

島の網田のフトン岩がある。このフトン岩は

上に大きな花コウ岩の岩塊が重なってきたた

めに、その下の未固結の地層が、乱れを起し

たものである。

層間摺曲：これは、堆積構造ではないが、

外見上、深層地すべり型のものと似ているの

で、その特徴を少し述べる。厚い砂岩層をど

のような抵抗力の強い地層の間に、頁岩層や

砂岩、頁岩の細互層をどがある場合に、図3

のような造構運動による応力が働くと、抵抗

力の弱い頁岩層などは、その応力場に応じて

層内摺曲を起す。そして、摺曲の軸面は図3

のように、偶力の向きに傾<oこのように、
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う意味だが、地層が逆転したり、下の単層が

風化に強い砂岩などだったりすると、上面に

見られることになる（図5）。

流 水
一

流痕：水底の流水（土砂を多量に混えた

混濁流）が、すでに沈着した地層の表面を数

c呪~数+c耐てわたって削り取った跡である（図

5)o削り取られた跡そのもの（雌型）と、

そこをうめて、その上に堆積した単層の底面

につく雄型、即ち、カスト(cast)力珍るはず

だ力、露頭では後者のカストの方が多しもそして、

特に、砂岩頁岩の互層の、砂岩の底面によく

見られる｡これは砂岩頁岩互層の成因が混濁

流ではないかという考えとよく調和している。

流痕には、フルート・カスト（幻.utecast)、

グループ．、カスト(groovcast)､バウンス。

カスト(boancecast)の三つの代表的形が

ある。

フルート．カストは、丸い溝の雄型で、真

上から見ると楕円形で、真横から見ると非対

称的な丸味をもった山である（図6)o成因

から考えて当然、長軸の方向が水流の方向で

あ.り、隆起の傾斜の強い方が上流側で、傾斜

が弱くなり次第に流れて層理面と区別がつか

なくなっていく方が、下流側である。従って、

これによって、堆積時の流れの向き（古水流

系）を知ることができる。

グループ・・カストは、線上に細長く伸びた

溝の雄型で、混濁流に含まれていた岩片など

が引っかいていった跡だとされている。細長

い線の方向が水流の方向だが、フルート･カ

ストと違い、そのどちら側から流れてきたも

のかは、これからは判断がつかない。

バウンス・カストは、型の長さの点で、上

記二者の中間を示すもので、舟底形の溝をう

めてできた雄型である。混濁流の中のレキな

ど力、水底をバウント・していったとき削り去

った満だとされている。そして、これも長軸

の方向と水流の方向は平行だが､どちら側か

ら流れてきたものかは示さない。
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図4．斜層理のできかた

できる。日本のように、地殻変動のはげしい

所では、しばしば、これによって地層の逆転

が知られる。但し、その場合、次に述べる底

痕や三漣痕や化石など多くの資料も合せ総合

的に判断すべきである。

Ⅲ底痕(solemarks)

層理面は、原則的には平面である力、そこ

に、凸凹のいろいろな印象が見られる場合が

ある。これ等は、水底の流水によるもの、底

棲動物によるもの、堆積物自体の重みによる

ものなどがある。底痕というのだから、もと

もとは単層の底面は裏面に見られるものとい
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図5． 逆転した砂岩層の底面に

見られる流痕のでき方
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主として流水の働きでできるもので非対称的

な波形をしているので、水流の方向が分る点

は上記の斜層理やフルート・カストと同じで

ある。しかし波長と波谷は同じ形をしている

ので、地層の上下の判別には役立たない（図

8)o写真2で見るように、波頂は水流の方

向と直交して長く伸びる。

，流水
．、

(側面）

1
1』 1

(平面）

図6．フルート・カスト

(flutecast)

以上のカストは、宇土天草一帯にかなり互層

が発達じているにも拘らず、主だ、その報告を

きかない。入念に調べるとあるのかも知れない。

印象）

荷重狼(loadcast):堆積物が十分に

固化していない時期に、上に重なってきた堆

積物自体の重みなどで、単層の下面が部分的

に沈下して凸凹をつくったものである。上記

のフルート・カストから発達するもの、また

漣痕から発達するものなどもある。しかし、

一般的には、流痕、漣痕と違って、方向性は

ないし、形や大きさもまちまちである。．

(原型】

図8．流水型漣痕の断面

生痕：生物の生活のあとが色々 な形で残さ

れているものを生痕という。生痕には、動物

の足跡、はい跡、巣穴、糞などがある。宇土

半島の網田・平岩の間には、虫のはい跡のよ

うなものが見られる（写真3)oまた、天草

松島の石切場の砂岩の中に見られるサント・・

パイプは巣穴ではないだろうか。

Ⅳグレーデイツド・ペッティング

とサンド・ダイク

グレーデイツド．ベツデイング(gra且麺

tedding)とは、1つの単層の下部に細レキ

又は粗い砂の粒子が配列し、上方にゆくにつ

れ次第に粒斐が落ち、一番上は頁岩で終ると

いった成層の仕方で、いくつかの単層が重な

っているものをいう（図9)oこれは砂岩・

頁岩の互層によく見られる。宇土半島の網田

以西に分布する互層にもよく見られる（写真

4）。この成因としては、スランプ櫛造やフ

ルート．カストと同じように、海底に生じた

混濁流が考えられている。即ち、混濁流の流

速が衰えると、沈殿速度の大きい、粗粒の粒

子が早く沈盤し最後にシルトや粘土などの細

粒子が沈殿するのである。そして、これで、

砂岩と頁岩の1組が出来る訳である。

漣痕fripplemarksft:これはどこの海

岸でも見かける波や水流によって生じた砂の

紋様（写真2）が、地層の中に残されたもの

である。これには、流水によるものと波の撹

枠によるものが区別される。

動揺型漣痕(osciﾕﾕatlonripplemarks)

がその1つで、主として波の撹枠作用によっ

てできたもので、図7のように波頂はとがっ

て波の谷の邦分はゆるく丸味をもっている。

上下には同様な波形をしたラミナが平行して

重なっている。波のとがりから、上下の判断

がつくので、地層の逆転を立証する証拠とさ

れる。

流水型漣痕(currentrl亜nemarks)は、

{上

印象）

Ｉ
下 （原型】

図7．動揺型漣痕の断面
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サンド･ダイク(sanddyke):これは
砂岩の岩脈である。岩脈とは普通、火成岩に

見られるものであるが、堆積岩でも、岩塩の

ダイアピルに見られるように、流動性を示し

て貫入することもあるが、それは構造的な後

生構造である。初生構造としてのサント・・ダ

イクの成因は、水底や、未固結の堆積物（砂

の層など）のおおいのある所に生じた割れ目

が、上から落ちてきた堆積物によって:埋めら

れることが考えられる。また、もう一つの成

因として、地層の中に地震による割れ目など

が出来、その割れ目に沿って地下水が流出し、

その地下水が砂を運び上げる場合がある。

ヨーロッパからは、このようなサント．・タ．

イクが、いくつも報告されている。宇土半島

の小田良の海岸にも、いくつも見られるが、

成因としては上記のいずれに当るのか、或は

別の成因によるものか余りはっきりしない。

筆者は、上記の2つの中の後者に属するもの

だろうと考えている。
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図9．グレーデイ･ソト・・ベ

・ｿデイング

このグレーデイツト・・ベツデイングは地層

の上下を判断するのに役立つ。ただ、一つの

単層内では、上方へ細粒になるという法則を

機械的に適用しようとすると、レキ質の堆積

物などで、逆グレーディングが見られるので

矛盾を生じることになる。レキ質の地雷では

地質時代の新旧をとわず、この逆グレーディ

ングが見られる事実が多く報告されているし、

砂質や泥質岩からもいくつか報告されている〔

地層の上下の判断は、他D場合と同様にいく

つもの、それを支持する資料を集め総合的に

行わなければならない。

逆グレーディングの生じる原因は岡田博有

氏によると4つ位考えられているがその中

で最も分り易いものを1つ述べると、次のよ

うである。色左な大きさの粒子の混った土砂

を箱に取り、これを箱ごと、トントンとたた

いたり、揺つたりすると、大きい粒子が表面

に出てくる。この実験をガラスびんで行えば

逆グレーディングがよく観察できよう。これ

は、バグノールト･効果(Bagnoldeffect)と

呼ばれている。

文献：上記の解説を書くに当っては主と

して、地質ニュース117号(1964年）の、

特集「野外での地層の観察」（平山二郎､他）

によったが、他のいくつかの文献も参照した。

その主なものは次の通りである。

地質学雑誌74巻11，12号、75巻6号

地球科学21-6，22-2，22-5

一般地質学(A.ホームズ、竹内均訳）

StructuralOeologT"(M.P・唾ｺﾕings)

写真説明

写真1：スランプ構造

（天草松島中島の姫浦層群）

写真2：流水型我痕､水流は左から右へ
（宇土半島網田西方の海岸）

写真3：転石に見られる生痕

（宇土半島の姫浦層群の砂岩）

写真4：グレーデイツド・ベツデイング､中

央部でクロスラミナも見られる。

（宇土半島の姫浦層群の互層）
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